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水野 界 ･伊藤和夫(京大 ･医)
後沖三枝の上行性線維は視床の後列側腹側核
(VPL)に終止し,lenmiscalsystemを構成す
る｡一方,後索核ニューロンの一部は中脳に投射
することが知られているが,この投射系の詳細は
不明であった｡我々は体性感覚系中脳神経核の中
で丘間領域に的を絞り,その入力様式を後索核の
上行性投射と関連させて検索し,内側毛相のpa-
rallelpathwaysの中継部位としての本領域の
性格を解析した｡
マカクザルの後索核に小麦腫芽凝集宗一西洋ワ
サビ過酸化酵素結合体(WGA-HRP)を注入す
ると,反対側の視床VPLへ達する内側毛柑線維
の全走行が標識される0倍の高さでこれらの線維
の一部は外側毛掛 こ沿って背側万に向う線維群と
して内側毛帯を離れ,上丘と下丘の移行部に位JB
する丘間領域に分布する｡丘間領域の腔識終末は
下丘のrostalprocessを取り囲むように存在す
る丘間銃域に投も多く,ついで下丘腕核,下丘の
中心局凶核と外側核に認められる｡これらの部位
での標識終末は特徴的なパッチ状分布を示す｡注
入部位と同側の丘間領域の標識終末も反対側のも
のと同様な分布を示すが,その分布密度は低い｡
丘問領域にWGA-HRPを注入すると,両側の
後索核,三叉神経脊髄路核尾側亜核,外側致核を
中心に逆行性に標識されたニューロンが反対側優
位に認められる｡後索核の標識ニューロンは核の
吻尾方向全体にわたってみられるが,VPLへ投
射するニューロンが存在するclusterzoneでの分
布は少なく,核の辺縁領域に分布する偵向が認め
られる｡
丘間領域において,アセチルコリンエステレー
ス(AchE)陽性線維終末は後索核ニューロンの拙
識軸索終末と似た分布を呈する｡後索核にはAcl正
陽性ニューロンが存在し,またVPLにはAchE
活性がほとんど認められ7:1いことから,丘間銃域
へ投射する後索核ニューロンとVPL-投射する
それとは災なるであろう｡
以上,内側毛手削乙は後索核からVPLへ遊する
直接経路の他に,中脳の丘間銃城を経由する要素
が存在することが明らかとなった｡
霊長類下顎骨構造の生物力学的シミュレー ショ
ンによる比較解析
遠藤説里･高橋秀雄 (東大･理)
現在までオマキザル上科で食性の架なる各種の
サルの下顎骨形態の力学的意味の解明を目指して
シミュレーションモデルをくり返し設計している
が,岨唱筋群の力の大きさと方向が明確でないた
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